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冬眠時における，蛙の腎臓フォスファターゼの変化
陶 ?
?
好　　夫
　　Changes　in　the　activity　of　frog　renal
pho3phatases　during　and　before　hibernation．
YOSHIO　SUYAMA
　蛙の腎臓はアルカリ性フォスファクーゼはあるが，酸性フォスファターゼはなv・とv・われて来
た（King，1949）。しかし酸性フォスファクーゼ作用も冬眠前及び参眠中に見られることがわかつ
たので，ここにその結果を報告する。
〔材料〕東京都国領附近，川崎市登戸附近，で採集したトノサマガヘル（Rana鋭g70脚鋸α励の
15g～25g位の中等度の大きさのものを用v・た。冬眠中の蛙は，静岡産の蛙を，静岡大学の生物
学教室で冬眠させてあつたものを用v・た。
　ここに材料提供の便をあたえて下さつた，静岡大学丈理学部片山一助教授に厚く感謝する。
〔方法〕開腹してとり出した左右の腎臓を周囲の結締組織，血管等を出来るだけとり除き，秤量
し，2ccの蒸溜水を加えて，　PGtterのhomogenizerで，2分間hG皿ogenizeし，蒸溜水を更
に，腎組織5mgr．を1cc中に含む様添加した。これを室温に1時間半放置したものを酵素液と
して使用した。酵素作用の測定は，グリセロ燐酸ソ・一・cyh（Merck，α一，β一の別不明）1％溶液1ccを
基質とし，先に記Lた酵素液1cc（組織5mgを含む）に緩衝液2ccを加え，計4ccを37°Cに
1時間incubateし，10％過塩素酸5ccを以て除蛋白して，酵素の作用を止め，遊離した無機
燐酸をFiske－Subbarow法により，デュボスク比色計を用v・て，比色定量して，その燐酸量を
以て酵素活性を比較した。用v・た緩衝液は，アルカリ性フォスファターゼでは，Michaelisのア
ムモニア・塩化アンモン緩衝液のpH　10．1のもの，酸性フォスファターゼでは，同じくMichaelis
の酷酸・酪酸ソーダ緩衝液のpH　4．7のものであつた。酵素液調製に際し，腎臓から副腎をと
り除くことはしなかつた。これは組織化単的に，副腎におけるフォスファターゼを検査すること
によつてこの方法の可否を決することとした。
〔結果〕
　（実験　1）蛙腎臓フォスファスターゼの至適pH。
　方法をのべた際記した要領で，酵素液を調製し，Miehaelisのアムモ＝ア・塩化アンモン緩衝
液，同じく酪酸・酷酸ソーダ緩衝液を用v・て，至適pHをしらべた。結果は第一表の如くであ
冬眠時における，蛙の腎臓フtスファターゼの変化 27
り，これを図示すれば第一図の如くになる。
〔TabIe　1．〕　Frog　renal　phasphatase　activities　at　various　pH．　（expi’essed　as　liberated
　　　　　　　Pγ．）
　　System：Enzyme　soln．1cc（containing　smgr，　fresh　tissue），1％Na－glycerophosphate
　　　soln．1cc，　and　buffer　soln．2cc．
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　Time　of　In－　cubation：1hr．　Temperature：37．0±0．5°C
　第一表，並びに第一図として記されてある結果から，蛙の腎臓フォスファターゼは酸性側にお
ける至適pHは4．7であり，アルカリ性側における至適pHは10．1である様に見える。
　しかしながら実際の系のpHは，基質として加えた，グリセロ燐酸ソーダの緩衝作用のため
に，酸性の至適pHはアルカリ性側へ，叉アルカリ性の至適pHは酸性側にすれてv・る。最も
活性度の高v・系のpHを測定した結果では，綾衝液のpHが4．7のときの，系のpHは5．1で
あり，pH　10．1の場合では系のpHは9．8であつた。したがつて蛙の腎臓における，酸性フォ
スファクーゼの至適pHは5．1であり，アルカリ性フォスファター・ゼの至適pHは9．8である
と結論出来る。
　（実験　2）　組織Homagenateの放置と酵素活性度の関係。
　フォスファクーゼは屡汝細胞の色kな部分に吸着されて，不活性な状態にあることがある，と
云われて来た。娃の腎臓のフォスファターゼにお・v・てもこの様な事実が存在するとすれば．その
活性度をある定まつた基準にしたがつて調製された酵素液を用いて測定せねばならない。このた
めHomogenateを室温中に放置し，一定の時間毎に，　Homogenateの一部をとり，3000　r．p．　m．
で3分間遠心して上澄の酵素活性をしらべて見た。第2図はその結果を示したものである。
　第2図に示された結果は，少くとも3000r．p．m．，3分の遠心分離で沈澱する様な固形成分中
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Fig．2．　Alkaline　phosphatase　activities，　of　frogs’kidney　homogenates　standing　at
　room　temperature（25．0°C）．
　　（Libelated　P　after　lhr．　incubation　at　37°C）
には，自己融解によつて分離する様な酵素の前駆物質の存在せざることを思わせる。Homoge－
nateをそのまま用いた場合と，3000r．　p．　m．で3分間遠心分離した，上澄液を用v・た場合とで
酵素活性を比較しても，両者に差はなV・。このことは上述の推測の正しV・ことを裏書するもので
ある。したがつてこれらのことから，蛙の腎臓におけるアルカリ性フォスファターゼは，腎臓を
homogenizeしたとき水に溶けて，又は3000r．　p．　m．3分の遠心分離では沈澱しなv・分屑にゆ
るぐ吸着されて存在すると思われ，したがつて実際に活性度を測定するにあたつては，特に酵素
液をautolysisする必要はむく，叉homogenizeした酵素液はそのまま用v・ても，遠心分離し
た上澄液を用v・てもさしつかえなv・。
　（実験　3）・冬眠前，及び冬眠中における蛙の腎臓フォスファクーゼ
　冬眠中の蛙及び参眠に入る前の蛙の腎臓フォスファクーゼを測定した結果を表示すると第2表
乃至第10表の如ぐである。
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Table　2．　Acrivity　of　renal　phosphatases　in　frogs（Rana　nigrom，aculata）．
　　　（During　hibernation　I．）
Anima！
No．
1－10；
1－10
1－10
1－10
1－17
1－17
1－17
1－19
1　－19
1－19
Average
Body
Weight
（in　gr．）
　　42．4
　　34．8
　　13．3
　　27．1
　　18．7
　　18．6
14．8
20．8
14．7
Inorg．　Pγ
　　　ユエユ
5mg　kidney
　　tlssue
　　　　6．7
3．6
5．3
9．3
1．3
3．9
8．3
8．8
8．1
唱Table　3．　Activity　of　re且al　phosphatases　in　frogs
　　　（During　hibernation皿．）
Acid　Phosphatase
　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
36．5
14．4
42．0
41．1
13．8
38．9
2．8
34．6
33．6
25．1
Alkaline　Phosphatas
　　　　　Activity
（Liberated　P　Inγ）
（R．nigromaculata）
91．8
47．6
61．5
33．6
64．2
Animal　　　　　　　　Date　　Sex　　No．
　　　　　　　　　　　　　！
・・ 齔w二・7
・・2画M一・1・
　　　　　　 　　　　@　　　　
　　13・　皿一4　　♀
　　　　　Average
Standard　Deviation
　　　　Body
　　　Weight
　　　（in　gr．）
　　　　　40．0
　　　　　18．7
1’・9．9
262
9．77 1
Inorg．　Pγ
　　　in
5mg　kidney
　　tissue
　　　　9，9
　　　11．3
　　　　7．3
　　　　9．5
　　　　1．65
　Acid　Phosphatase
　　　　　Activity
、（Liberated　P　inγ）
Alkaline　Phosphatase
　　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
﹇
41．3
54．3
42．4
46．0
5．60
49．9
??
ー
? ー?????? ????
84．9
18．7
51．2
27．04
Table　4．　Activity　of　renal　phosphatases　in　frogs（R．
　　　（in　July．）
1
nigrom2culata）
Animal
　No．
　　14
　　15
　　16
Date　：Sex
　BodyWeight
（in　gr．）
Inorg．　Pγ
　　　in
5mg　kidney
　　tissue
！w－13…♀
Acid　Phosphatase
　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
21．1
??
?????
3．2
W－13　　9
．、　　一一一一．＿＿、．．．
W卜132♀
19．8
12．7
3．4
3．0
20．0
23．1
16。1
．Alk・1i・・Ph・・ph・…el
（　　　ActivityLiberated　P　i）1
﹇
44．7
75．5
E
50．8
?
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????．?．???唾一・4
M－14
　　孤一15
凹丁15
Average
25．1
14．5
18．2
12．5
13。5
17．2
4。31
2．2
2．2
4．3
3．3
0．8
2．8
0．99
Table　5．　Activity　of　ranal　phosphatases　in　frogs
　　　（from　August　Ist　to　August　20th）
15．1
20．5
25。3
14．9
42．5
22．2
8．45
（R．nigromaculata）
77。6
59．9
131．6
75．0
91．3
75．8
25．50
Animal
No．
「???
wr－　5
瓢一v
V旺一5
冊一12
羅一12
羅一15
lV旺一15
皿一151
Average
　BodyWeight
（in　gr．）
　　21．1
19．8
12．7
9．0
10．5
11．3
14．8
13．5
4．39
lnorg．　Pγ
　　　　m
5mg．　kidney
　　．tlS§ue
2．5
2．2
3．9
3．3
2．9
2．8
0．66
　　Acid　Phospatase
　　　　　Activity
；（Liberated　P　inγ）
20．0
24．0
17．0
13．8
18．0
16．1
10．8
15．4
16．9
3．71
Alkaline　Phosphatase
　　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
51．0
90．4
70。8
63．5
101，6
141．0
97．9
Table　6。　Activity　of　renal　phosphatases　in　frogs（R．　nigliomaculata）
　　　（from　August　21st　to　September　10th）
31
??????
冊一23
M匡一24
皿一27　1
皿一1
or　一一　4
皿一7
双一10
Body
Weight
（in　gr．）
22．5
17．4
Inarg・Pγ
　　　pe「
5mg　kidney
　　tlssue
7。5
5。6
Acid　Phosphatase
　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
Alkaline　Phosphatase
　　　　　Activity
（Libereted　P　inγ）
79．6
87．7
85．0
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37’撃戟E一・・191
38．
凾浴Q3も．瘁@一
39　　田一30　6
　40　　　　V匿一30　i　　♂
　　　　Average
　　　　　　　　　　　　　　　　　lStandard　Deviation
19．3　1
　　　　　　　120．0　　　　　　　！　．。
14．7
12．7　　1
20．5
　　　　　　．　1．
4。84
13．0　「
　　　　　　　1
16．3　｛
・・．71
　　　　　　　」
18．2
15，0
12。4
10．5
3．72
　　12．6
、
　　10．7
　　11．2
6。92
「??? ??ー　　
@　
@　v
94．0
85．1
74．1
97．6
92．8
14．47
Table　7．　Activity　of　renal　phosphatases　in　frogs（R．
　　　（丘om　September　llth　to　September　30th）lAnimal
　　No．
　　　41．
nig70maceclata）
???????．?｝ ?
　　Date
皿一19
M－20
唾一・・【
M－25
0r　－25
障一2gl
nr　－29
P【－29
M－29
D（－29
Sex 　BodyWeight
（in　gr．）
Inorg．　Pγ1
　　　per
5mg　kidney
　　tissue
﹇ ??一
???????「??
．???
Average
Staudard　Deviation
? ? ???31
?? ???」?．?????﹇??
。2
?? ?
??．?。??????
?????．??．?
1
｛
　　　13．6
　　　　　　　　　，
　　　15．9
　　　11．1．〔
　　　　　　　　　　」
　　　12．1
　　　11．1
　　　・3・3　｝
　　　16．6　1
　　　　　　　－一．一一［
　　　14．6
　　　14．6　1
　　　11．7
　　　　　　“一　一．1
　　　13．5
．．聖一一．．
　　　　・・9・1
Acid　Phosphatase
　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
14．2
12．2
15．6
17．7
26．9
15．1
11．4
32．3
21．4
22．8
19．0
6．44
Nkaline　Phosphatase
　　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
1　・5・．・
　　　　　　　27．0
　　　　　　137．2
　　　　　　　65．8　　　　　．
　　　　　　　49．0
　　　　　　　93．5
　　　　　　　52．3
　　　　　　159。3
　　　　　　169．5
　　　　　　　71．2
　　　　　　　97．5
　　　　　　　49．38
Table　8．　Activity　of　renal　phoophatases　in　frogs（R．
　　　（from　October．1st　to　October　20th．）．
nigアo〃zac％la彦a）
Animal　l　　　　　　　　　Date　No．
D一
1　　　　　　；　　　　　　　2
Sex　　　　Body戟@Weight戟@（in　gr・）
レlnorg．　Pγ
@　　　　pe「
@5mg　kidney　　　　響　　　　tlssue
A・id　Ph。、ph。tase「舟k。1i。。　Ph。。ph。t。，e
@　　　Activity　　　：　　　Activity（Liberated　P　inγ）1（Liberated　P　inγ）
一一｝．．一一一．．51
@－
X－2 ? 24．2 　　7。2
D
ヨ．1．一．
@　　　　．
P　　14・4 一．．『@　　78 3
　　　　i
T2　　X－2　．　　1 ? 15．5 8．1
　一．?．???
一　　　　　　　L．．．．
P　　78．3
D
　　．「』『T3
@　　．一
　　　一??? ? 　　　　．．－P3．7　1
@　　　　　　i
7．5　1　　16．0　　1　　86．8山．
　　54
黶D．．．
X－5 ? 14．2　　　10．5　｝　　22．1 124．0
一． u一 ．　　　　　　　　　　　　ゴ　　55@．．
@　56
X－5 ? 33．4　1　6．1 28．7 　　　　　　　．V0．2
X＿511♀　．「　一 馳．－
@　　　19，8 』一」．．@　　　　　9，0
　　　　　　　26．0　　！　　73．3．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　L．．一一一．．．． 一．一
．「．．｝ 7旧「一一一『一 一．． P－一． 一τ．一
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X－7
X－7
X－7
X－10
X　一一10
X－・・I
X－・・」
X－1d
X－12
X－13
X－13
Average
Table　9．　Activity　of　renal　phosphatases　in　frogs（R．　nigromaculata）
　　（from　October　21st　to　Nobember　10th，　just　before　hibe］rnation）
Animal
No． DateSex
　BodyWeight
（in　gr・）
??????
70
X－21
X－21 1
?
「?
Inorg．　Pγ
　　　pe「
5mg　kidney
　　tlssue
19．8 11．4 1
15．6
Acid　Phosphatase
　　　　Activity
（Liberated　P　inγ）
　　　　　39．0
・・．4　1
1’
w－・・汐
71 X－23［・
72 X－23
1
73
6
ー．
X－23［・
・9．・［
17．6
74
75
13．4
lx＿261
76
?? 22．0
X－26
X－26
77
9 14．2
? 16。9
6．7
14．3
6．4
9．9
﹇
6．7
皿一5
????
7
80
7．0 1
11．4
48．9
14．2
22．5
23．5
29．9
18．8
6．4
1
27．5
?
Xt＿51？
皿一5
X卜5
Average
?
?
30．0
一一20，5
」?
28，0
22．7
20．0
6．1
6．4
9。0
4．7
8．2
35．7
???
i
1
48．0
37．7
38．7
Standard　Deviation4。89 2．68
?．????
，????????
atase
?
　　旨???）1組kaline　Phosphatase
@　　　　　Activity
Liberated　Pinγ）一＿．一．?
112．8
．－1一皿 ．－@　　91．4
一． ．一一　
88．2
196．3
?．?
一． ．．一
???．??
．．．－
@　　　　137．0
．．
@　　　107．6
、「7@．一．一　．
F　　　141．2
　一．．．．
@　　　　146。9
@　－．．一．ゴ．1
92．8
115．2
．．一馳．
134．8
89．2
　．山．．???????．??
29．69
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Table　10．　Activity　of　renal　phosphatases　in　frogs（R．　nigromaculata）
　　　（丘rom　Nobember　11th　to　Nobember　3（ith．　beginning　of　hibernation）
柵11－1艦墨i、1謝窯；1…盤辮P驚
一．． 黶D．
W1 皿一12 ?
　　　　．．．一．　．『7
Q8．9
　　　　一．．
???．??
一　　．．
81．2
1
82 皿一12 ? 27．0
一．．　P　5・8i
　43．1」．．．．．．一一．一一．π．「．
@43．2
　　　．???????．????
　　　　　　　　　　　　FW3　i）旺一12｛6 23．4　1　　7．0　　　　　　　ト ．一一山．，．一一T0．5
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　　　　　Fig．3　Changes　of　inorganic　phosphate　contents　in　frog　kidneys．
　第2表より．第10表にかかけた結果を総括すると第11表の如くである。
て考　察〕第11表における実験結果の総括を見れば明らかな様に，無機燐酸は冬眠に入る2カ月
位前即ち，蛙は盛に貧食し，蛙のあらゆる機能が最も高まつてv・る頃一番多v・。フォスファfi・・一
ゼにつv・ては，酸性フォスファターゼは冬眠中に一般に作用がつよく，盛夏に最も活性が低」。
又アルカリ性フォスファターゼは冬眠に入るまでに次第にその作用が高まつて来て，冬眠に入る
と共に作用が低下して来る。これらの変化の様相を示したものが，第3図乃至第5図であつて，
図中平均値を示す線（一。一。一）を上下からはさむ線は平均誤差を示すものである。
　腎臓のフォスファターゼの特異性につv・てはBodansky，　Aebi，　Emme1，　Bacca　ri，　Schales等
の研究があり，Rocheの綜説におv・てもふれられてv・るが，その組織化学的分布（Menten　et　al．
1944，1946；Cappellin，1947；Dunn，1948，1949）や，血糖量を調節するホルモンやステロイドホル
モンの影響（Kochakian　et　a1．1449，1945，1947，1948）などからアルカリ性フォスファターゼが腎
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Fig．4
　　　Fig．4　Changes．　of　alkaline　phosphatase　activities　in　frog　kidneys．
臓における糖の再吸収に関係があるものであることは疑う余地なしとされている。これらは哺乳
類も主として，ratやmouseを材料とした研究であるが，腎臓と似た作用をもつ汗腺におv・て
もアルカリ性フォスファクーゼが見出され（Fisher　et　al　1947）しかも汗腺におV・ては腎臓におけ
るが如き，再吸収がおこなわれてv・るかどつかは疑わしv・から，爾そのほかにもアルカリ性フォ
スファターゼの機能があることは考えうる。一方腎臓の酸性フォスファクーゼについては，その
生理的役割につv・ては全く知られる所なく，上記のアルカリ性フォスファクーゼ量を変化せしめ
る様な諸変化により変化しなv・か，してもごく僅かである。そのはたらきにつv・てはKochakian
等（1948）が，細胞の保全とそして多分腎臓の内分泌に関係あるものならんと推測してV・るのみ
にすぎなv・。
　蛙の腎臓のフォスファクーゼにつv・ては，King等（1949）がRana　PiPiensを材料として．
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　　　　　Fig．5　Changes　of　acid　phosphatase　activities　in　frog　kidneys．
組織化学的に検討した例があるに過ぎないがその結果によれば，アルカリ性フォスファターゼは
proximal　tubuleのbrush　borderに強くあらわれるとv・う。この事はこの部位で糖の再吸収
がおこると考えられるから，蛙でもアルカリ性フォスファターゼは糖の再吸収に関与していると
断じうると思われる。この事から本実験の結果をあわせ考えると冬眠に入らんとするに亡たが
ひ，糖の再吸収はますます高められて行くのであると老えられよう。
　一方酸性フォスファクーゼにつv・ては，King等（1949）はその存在をみとめ得治v・としてv・
る。しかしながら酸性フォスファクーゼの組織化学的検出はGomori（1941）によつて唱導され
た当初から，その結果が不定であり，これはその酵素の不安定性のためなりなどとされてv・た。
したがつて組織化学的に検出し得なかつたことが，必すしも酸性フォスファターゼの存在せざる
事の証左とはなり得なv・。しかし本実験の第6表にかかげた例の如く，酸性フォスファターゼの
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存在を認め得ざる様な箇体もある事は事実であり，且つ叉夏季に概して活性が低v・ことも，第4
図より明らかである。したがつて夏季の蛙を用v・，組織化学的に酸性フォスファターゼを見出さ
んとすることは，困難なるは明らかである。しかし最近はGomoriの薪法（1949）もあるし，叉
Menten等の用v・た，　Seligmanのアゾ色素を用いる検出法でしらべれば，或v・は検出しうるも
のと思われる。
　本実験におV・て見出された，蛙の腎臓の酸性フォスファfi　・一ぜが，冬眠中におV・て特に多V・と
v・う事実は今まで知られてv・る限りの知識をもつてしては説明し難v・。ratにおいて脳下垂体捌
出により腎臓の酸性フォスファ’　一一　tiがふえたとv・う事が報ぜられたことがある。この事は一般
代謝機能の低下が逆に腎臓酸性フォスファターゼの活性を高めえたと考えるなら，正常の時に存
在していた燐酸エステル合成機能の低下が相対的に分解機能の高揚を招来したと考えるほかな
いo
　しかしながら蛙におV・てはこの説明も適用し難いのであつて，蛙におV・ては脳下垂体別出は酸
性フォスファターゼの活性低下をひきおこす（著者：未発表）。したがつて冬眠時の蛙で腎臓の酸
性フォスファターゼ作用が高v・のは，冬眠中の腎臓が特殊な機能を獲得したによると説明すべき
であろう。この機能は腎臓の内分泌活動に関係するか，又は水分代謝に関係するかのWOすれか，
又は両方であろう。そしてこの変化は恐らく体液的麦配，多分他の内分泌器管の支配をうけて冬
眠前2ヵ月位から綾徐に始まつて行き，冬眠から目覚めると共にその支配がなくなつて行くので
はなv・かと思われる。従来蛙におV・て色々な場合にとり上1ナられた，夏蛙（summer　frog；Sommer－
frosch）と冬蛙（winter　frog；Winterfrosch）の別も，この変化の考えの線に本質的に同じ現象とし
てとり入れることが出来よう。
〔要　約〕
　1）　トノサマガエル（Rana　nigromaculata）の腎臓フォスファクーゼは至適pHが2つあ
り，1はpH　5．1他はpH　9．8で前者は所謂酸性フォスファクーゼであり，後者はアルカリ性
　フォスファクーゼである。
　2）酵素液として使用した，腎臓のホモジエ＊．　一一トは室温に放置しても，叉遠心分離した上澄
をつかつても酵素活性に変化はなV、。
　3）腎臓の無機燐酸量，酸性及びアルカリ性フォスファターゼ活性は第11表に総括した如く
である。
　4）無機燐酸量は9月中に最も多くなるがこの時の蛙は最も活動力に富むものである。
　5）　アルカリ性フォスファクーゼは6月から次第にふえて行き11月の冬眠直前に最高とな
る。これは冬眠にそなえて糖の再吸収を盛んとし，体内に貯蔵しているためと考えられる。
　6）酸性フォスファターゼは冬眠中に最も多v・。これは冬眠中の腎臓の機能に密接な関聯をも
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っためと思われ．る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S㎜ary
　　The　acid　and　alkaline　phosphatase　activities　and　the　inorganic　phosphate　contents　of
frog　kidneys（Rana　nigromacula彦a）were　determined　before　and　during　hibernation．
The　results　6btained　are　summarized　in　Table　11，　and　Fig．3－5．
　　In　Rana　nigromaculata，　hibernation　begi且s　early　in　Novembeちand　ends　at　mid
April　in　the　next　year，　near　Tokyo　vicinity．　Inorganic　phosr血ate　content　of　kidlleys
is　richest　in　September．　This　may　be　involved　in　the　vital　activity　of　frog，　and　the
raise　of　phosphate　content　in　the　late　hibernation　period　will　be　explained　by　the
same　stand－point．
　　The　gradual　increase　of　renal　alkaline　phospllatase　until　the　hibemation　begins，
shows　the’奄獅モ窒?≠唐?п@reabsorption　of　ghlcose　in　kidney．　The　reabsorbed　glucose　is
stored　as　glycogen　iロliver．　During　hibernation　the　activity　of　alkaline　phosphatase
is　a　half　of　its　maximal　one．
　　The　most　curious　phenomeロon　is　denoted　by　the　changes　of　the　acid　phosphatase
activity　of　kidneys．　This　enzyme　is　more　active　during　hibernation　than　before．　In
hibemated　state，　it　is　reported　that，　all　vital　processes　are　repressed　and　all　physiolo．
gicaI　activitie＄are　lowered．　Why」then，　acid　phosphatase　of　kidney　is　enhanced　onlyP
The　answers　pr6posed　by　the　author　are　two．　The　one　is　that　the　elevated　activity
of　acid　phosphatase　is　required　to　maintain　the　structural　and　fuコctional　changes　of
kidney　d岨ing　hibernation，　or　the　other　is　that　the　synthesizing　enzyme，　which　reacts
at　the　same　pH　range，　loses　its　activity　and　acid凶osphatase　activity　remains　unch．
anged，　and　so　appears　to　be　enhanced．　On　this　point　the　experiment　is　nQw　goillg
On。
　　The　corelation　between　the　results　found　and　endocrine　activity　is　suggested．
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